
①
市
の
将
来
人
口
の
認
識

②
2
0
6
0
年
に
6
万
6

千
人
に
減
少
す
る
こ
と
へ
の
対

策
は
③
人
口
減
に
対
応
す
る
ま

①
差
押
え
件
数
。
現
年
分

少
な
い
か
②
滞
納
理
由
、

背
景
の
統
計
は
③
生
活
相
談
、

滞
納
処
理
と
連
携
し
て
納
税
相

談
を
④
こ
ま
Y
E
L
L
で
の
相

談
内
容
⑤
掛
川
市
等
の
例
。
生

活
再
建
型
徴
税
基
本
方
針
作
れ
。

①
1
5
9
6
件
。
現
年
分

が
多
い
②
統
計
は
取
っ
て

な
い
③
こ
ま
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
と
連
携

対
応
④
納
税
課
か
ら
の
相
談
49

件
含
め
経
済
的
課
題
の
相
談
1

7
6
名
⑤
徴
収
率
安
定
し
必
要

が
あ
れ
ば
調
査
・
研
究
を
検
討
。

調
布
都
市
計
画
道
路
3
・

4
・
16
号
線
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
進
め
方

に
つ
い
て
。

小
田
急
高
架
下
七
差
路
の

安
全
対
策
、
交
通
幹
線
の

構
築
、
木
造
密
集
地
域
の
解
消

等
に
期
待
。
現
況
調
査
の
実
施
、

課
題
の
整
理
、
周
辺
区
域
の
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
の
検
討
を

し
な
が
ら
、
段
階
的
整
備
工
程

の
検
討
、
概
算
整
備
費
積
算
。

ま
た
、
水
道
道
路
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
検
討
を
行
い
つ
つ
基
本

計
画
の
作
成
を
し
て
い
き
た
い
。

①
東
京
都
の
耐
震
化
率
推

計
方
法
が
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
不
明
②
周
知
や
耐
震
の

意
識
づ
け
③
不
足
の
場
合
は
体

育
館
以
外
の
施
設
を
利
用
④
食

料
品
は
97
％
で
7
月
末
ま
で
に

補
充
、
生
活
用
品
は
1
0
0
％

⑤
戦
力
と
期
待
し
各
中
学
校
で

防
災
訓
練
実
施
⑥
サ
ー
バ
ー
を

防
災
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
非
常

電
源
も
確
保
⑦
一
人
あ
た
り
8

食
分
、
不
足
分
は
7
月
末
ま
で

に
補
充
⑧
被
害
等
の
状
況
に
よ

り
可
能
と
認
識
⑨
井
戸
水
、
和

泉
本
町
浄
水
所
等
で
確
保
⑩
有

用
性
は
認
識
。
内
容
等
を
検
討
。

①
現
在
の
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
可
能
性
の

あ
る
木
造
住
宅
の
把
握
は
。
②

耐
震
化
率
向
上
の
課
題
は
。
③

避
難
所
受
け
入
れ
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
は
。
④
食
料
品
、
生
活
用

品
の
充
足
率
は
。
⑤
日
中
被
災

時
の
中
高
生
活
用
は
。
⑥
被
災

時
の
デ
ー
タ
安
全
性
は
。
⑦
公

的
備
蓄
で
食
料
は
避
難
想
定
人

数
の
何
食
分
か
。
⑧
多
摩
川
の

大
規
模
救
出
救
助
拠
点
で
物
資

搬
送
は
可
能
か
。
⑨
発
災
時
の

水
確
保
は
。
⑩
被
災
時
情
報
発

信
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
見
解

は
。
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①
狛
江
市
福
祉
基
本
条
例

の
制
定
の
経
緯
。
②
登
校

拒
否
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り

の
人
々
へ
の
対
策
。
③
条
例
第

5
条「
福
祉
教
育
」の
現
状
。
④

今
後
の
市
に
お
け
る
「
包
摂
」

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
。

①
検
討
委
員
会
よ
り
答
申

さ
れ
た
条
例
案
を
市
長
が

議
会
に
提
案
②
適
応
指
導
を
行

う「
ゆ
う
ゆ
う
教
室
」、こ
ま
Ｙ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
で
相
談
支
援
等
③「
ふ
く

し
え
ほ
ん
あ
い
と
ぴ
あ
」の
配
布

や
教
科
や
領
域
の
学
習
で
指
導

等
④
様
々
な
方
が
活
躍
で
き
る

よ
う
地
域
活
動
等
に
広
が
れ
ば
。

①
初
期
費
用
、
年
間
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
②
窓
口
、

自
動
交
付
機
で
の
交
付
枚
数
③

手
数
料
収
入
④
庁
舎
自
動
交
付

機
の
今
後
⑤
コ
ン
ビ
ニ
交
付
切

り
替
え
は
反
対
。
選
べ
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
手
数
料
は
高
く
、
窓

口
等
の
手
数
料
を
安
く
せ
よ
。

①
約
3
1
0
0
万
円
。
経

費
は
2
カ
月
で
約
2
2
0

万
円
②
26
年
度
窓
口
4
万
4
4

1
7
通
、
自
動
交
付
機
計
4
万

1
8
7
6
通
③
26
年
度
窓
口
約

1
3
3
2
万
円
、
自
動
交
付
機

約
8
3
7
万
円
④
代
替
機
器
設

置
等
検
討
⑤
手
数
料
は
検
討
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

生
活
再
建
型
徴
税
行
政
基
本

方
針
を
作
れ

一般質一般質問問一般質問
（要旨）（要 旨）（要 旨）

第2回定例会では、5月19日、20日、23日、24日の4日間にわ
たり21人の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問
と答弁を要約して掲載します。

①
成
年
後
見
人
制
度
利
用

促
進
に
つ
い
て
の
考
え
方
。

②
制
度
の
周
知
を
ど
う
す
る
の

か
。
③
成
年
後
見
人
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

①
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
基
本
計
画
を
踏
ま
え
検

討
②
無
料
相
談
会
等
③
多
摩
南

部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
社
会

貢
献
型
後
見
人
選
定
等
を
実
施
。

成
年
後
見
人
制
度
の

推
進
に
つ
い
て

①
人
口
動
態
に
つ
い
て
②

市
内
幼
稚
園
在
園
児
数
増

加
に
つ
い
て
③
調
布
都
市
計
画

道
路
3
・
4
・
16
号
線
の
進
捗
状

況
④
小
田
急
バ
ス
の
運
行
状
況

⑤
「
通
園
バ
ス
で
の
事
故
死
亡

者
を
出
さ
な
い
」
安
心
安
全
な

道
路
づ
く
り
を
目
指
し
て
。

①
平
成
32
年
ま
で
増
加
し
、

そ
の
後
減
少
に
転
じ
る
②

今
後
、
増
加
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
③
事
業
施
行
期
間
内
に

完
了
予
定
④
約
35
分
に
1
本
、

１
日
28
本
運
行
⑤
通
園
バ
ス
の

安
心
安
全
に
つ
い
て
関
係
各
所

の
意
見
を
伺
い
適
切
な
対
応
。

①
交
通
政
策
基
本
法
に
謳

わ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体

の
施
策
と
は
。
②
狛
江
に
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ
け
に
頼
ら

な
い
総
合
的
な
交
通
を
計
画
・

協
議
す
る
場
が
必
要
で
は
な
い

か
。

①
国
民
等
の
交
通
に
対
す

る
基
本
的
な
需
要
が
適
切

に
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
同
法
内

で
定
め
た
基
本
理
念
に
則
っ
た

交
通
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
②
移

動
手
段
の
確
保
は
重
要
。
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
狛
江
の

都
市（
交
通
）政
策

岩
戸
北
電
研
前
に
お
け
る

幼
稚
園
バ
ス
停
設
置
に
つ
い
て

①
市
で
は
一
度
解
除
を
し

た
土
地
を
再
度
生
産
緑
地

に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

他
の
自
治
体
で
は
。
②
再
度
の

生
産
緑
地
の
指
定
が
必
要
で
は
。

①
三
鷹
市
、
国
分
寺
市
は
、

農
地
転
用
の
届
け
出
を
し

た
後
で
も
、
現
状
農
地
と
な
っ

て
い
て
、
営
農
の
意
思
が
あ
る

場
合
に
限
り
、
再
指
定
が
可
能

と
の
見
解
。
②
緑
地
の
保
全
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
生
産
緑

地
の
再
指
定
も
必
要
。
他
市
の

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
検
討
。

狛
江
市
の
農
業
と
農
地
対
策

に
つ
い
て

①
自
助
意
識
向
上
に
対
し

て
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

②
安
心
安
全
分
野
の
刊
行
物
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
一
括
集
約

で
き
な
い
か
。

①
備
蓄
品
の
意
識
は
高
い

が
宅
内
で
の
災
害
対
策
は

必
要
。
防
災
カ
レ
ッ
ジ
、
安
心

安
全
機
関
紙
で
啓
発
。
②
利
用

し
や
す
い
環
境
に
整
え
て
い
く
。

防
災
に
お
け
る

自
助
意
識
向
上
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ（
包
摂
型
）

な
ま
ち
づ
く
り

「
首
都
直
下
地
震
の
備
え
」に

関
す
る
自
助
共
助
公
助

他
に
、事
業
計
画
策
定
時
の

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
活
用
事
例
に
つ
い
て

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て①

高
橋
市
長
に
な
り
防
犯

面
で
変
化
は
②
防
犯
カ
メ

ラ
の
効
果
③
「
市
民
セ
ン
タ
ー

を
考
え
る
市
民
の
会
」
が
無
関

係
な
講
演
の
メ
ー
ル
送
付
は
目

的
外
利
用
で
は
④
同
団
体
が
講

演
会
開
催
時
に
、
違
う
団
体
名

で
借
り
た
の
は
名
義
貸
し
で
は
。

①
調
布
警
察
署
と
覚
書
を

締
結
②
平
成
27
年
の
刑
法

犯
認
知
件
数
が
都
内
区
市
最
少

③
会
運
営
で
な
い
目
的
に
使
用

す
る
の
は
目
的
外
利
用
④
実
行

委
員
会
形
式
で
開
催
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
利
用

団
体
の
変
更
を
指
示
し
正
し
た
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
推
進

に
つ
い
て

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
の
考
え
。

①
2
0
2
0
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
る
と
想
定

②
狛
江
市
総
合
戦
略
を
推
進
③

人
口
総
数
の
ほ
か
人
口
構
造
上

の
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
む
。

ラ
・フ
ォ
ル・
ジ
ュ
ル
ネ
音
楽

祭
に
つ
い
て

員
に
相
談
を
つ
な
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
。

①
さ
ら
に
認
可
保
育
所
1

園
の
追
加
整
備
②
都
が
実

施
す
る
研
修
等
へ
積
極
的
な
参

加
な
ど
③
市
内
関
係
施
設
へ
の

協
力
依
頼
等
積
極
的
な
周
知
。

市

原

広

子

山

田

た
く
じ

三

宅

眞

太

田

久
美
子

辻

村

と
も
こ

他
に
、離
婚
後
親
子
の
面
会

交
流
支
援
に
つ
い
て
質
問

将
来
の
人
口
減
に
対
応
す
る

ま
ち
づ
く
り

①
高
齢
者
の
現
状
に
つ
い

て
。
②
特
養
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
利
用
負
担
を
軽
減
す
べ
き

と
考
え
る
が
。
③
今
後
の
高
齢

者
対
策
に
つ
い
て
。

①
65
歳
以
上
1
万
9
3
1

8
人
、高
齢
化
率
24
％
。②

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
軽
減

制
度
の
利
用
調
整
。
③
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
創
設
。

篠

浩

司

石

井

功

子
育
て
環
境
に
つ
い
て

①
保
育
園
整
備
計
画
前
倒

し
に
よ
る
見
通
し
。
②
子

育
て
専
門
員
の
専
門
性
向
上
へ

の
取
り
組
み
。
③
子
育
て
専
門

①
当
日
の
様
子
と
来
場
者

数
。
②
来
場
者
か
ら
の
感

想
は
。
③
混
乱
等
は
な
か
っ
た

か
。
④
担
当
部
の
所
感
を
伺
う
。

①
盛
況
で
、
延
べ
1
万
3

千
人
②「
良
か
っ
た
」と
い

う
評
価
多
数
③
混
乱
も
な
く
無

事
に
運
営
④
実
行
委
員
会
を
は

じ
め
多
く
の
皆
様
に
感
謝
。


